
問
題
の
背
景

全
て
の
イ
ン
フ
ラ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
金
属
、
木

材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
寿
命
が
有
限
の
資
源
で
構

築
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
次
第
に
老
朽
化
し
、

い
ず
れ
は
壊
れ
る
。
絶
対
に
発
生
す
る
と
は
言
え
な

い
自
然
災
害
と
異
な
り
、
イ
ン
フ
ラ
は
１
₀
₀
％
例

外
な
く
老
朽
化
す
る
。
壊
れ
る
こ
と
が
確
実
に
予
測

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
防
止
し
た
り
、
損
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
方
策
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

現
在
の
国
の
イ
ン
フ
ラ
対
策
は
、
減
ら
す
こ
と
で

あ
る
。
高
度
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
が
今
後
集
中
し
て
老
朽
化
し
、
更
新
投
資
が
必

要
と
な
る
一
方
、
使
え
る
公
共
投
資
財
源
は
大
き
く

減
っ
て
い
る
。
高
度
成
長
期
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
10
％

に
対
し
て
、
近
年
は
₅
％
台
し
か
な
い
。
現
在
は
、

高
度
成
長
期
に
は
ウ
エ
ー
ト
の
小
さ
か
っ
た
社
会
保

障
支
出
に
予
算
の
多
く
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
社
会

保
障
水
準
を
下
げ
る
な
ら
と
も
か
く
、
社
会
保
障
も

イ
ン
フ
ラ
も
必
要
と
な
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
を
減
ら
す

し
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
フ
ラ
が
提
供
し
て
い

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
の
低
下
は
最
小
限
に
と
ど

め
た
い
。

処
方
箋
の
リ
ス
ト

こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
筆
者
は
、
図
表

の
通
り
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
問
題
に
対
す
る
一
般
的

な
処
方
箋
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
。

ま
ず
、
公
共
施
設（
建
築
物
）と
土
木
イ
ン
フ
ラ

（
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
水
道
、
下
水
道
な
ど
）に
分
類

す
る
。
公
共
施
設
は
、
施
設
自
体
に
は
公
共
性
は
な

く
、
施
設
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
こ
そ
公

共
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
施
設
と
機
能
は
分
離
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
機
能
を
維

持
し
て
量
を
削
減
す
る
方
法
が
可
能
と
な
る
。

文
化
ホ
ー
ル
、
総
合
運
動
場
な
ど
広
域
的
に
需
要

の
あ
る
施
設
は
、
他
の
自
治
体
と
共
同
設
置
す
る

「
広
域
化
」
が
有
効
で
あ
る
。
福
祉
施
設
、
子
育
て

支
援
施
設
、
医
療
施
設
の
多
く
は
、
保
険
や
国
の
支

援
制
度
が
充
実
し
て
お
り
、
民
間
で
も
設
置
が
十
分

に
可
能
な
の
で
、
自
治
体
の
資
産
か
ら
外
す
「
ソ
フ

ト
化
」
を
用
い
る
。
学
校
や
集
会
所
な
ど
同
じ
種
類

の
施
設
は
、
利
用
人
口
減
少
に
応
じ
て
統
廃
合
す
る

「
集
約
化
」
が
必
要
で
あ
る
。
学
校
と
地
域
の
双
方

に
あ
る
図
書
館
、
体
育
館
、
音
楽
室
な
ど
は
、
施
設

を
共
用
す
る
「
共
用
化
」
が
適
切
だ
。
こ
れ
ら
の
方

法
の
い
ず
れ
も
が
難
し
い
場
合
で
も
、
独
立
施
設
と

は
せ
ず
、
他
の
施
設
に
機
能
だ
け
を
移
転
す
る
「
多

機
能
化
」
で
対
応
で
き
る
。

一
方
、
土
木
イ
ン
フ
ラ
は
イ
ン
フ
ラ
自
体
に
公
共

性
が
あ
る
。
動
機
は
問
わ
れ
ず
、
誰
も
が
自
由
に
使

え
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
、
量
は
で
き
る
だ
け

維
持
し
た
い
。
量
を
維
持
し
て
費
用
を
削
減
す
る
方

法
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
代
表
の
「
予
防
保
全
」
と
は
、

点
検
・
診
断
・
修
繕
費
用
を
か
け
て
で
も
事
後
的
に

障
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
を
下
げ
る
、
つ
ま
り
事
後
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特集 大規模災害に負けない持続可能な社会の構築

保
全
費
用
を
節
約
す
る
こ
と
で
あ
る
。
何
よ
り
国
民

の
安
全
を
守
る
た
め
で
あ
る
。「
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
使
用
頻
度
や
災
害

が
発
生
し
た
際
の
社
会
的
損
失
の
大
き
さ
で
、
保
全

に
濃
淡
を
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
予
防
保

全
と
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
公
共
施
設
も
使
用
で
き
る
方
法
で
あ
る
。

次
が
、
施
設
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
わ
な
い
方
法

で
あ
る
。
施
設
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
う
と
、
人
口

減
少
期
に
は
１
人
当
た
り
の
固
定
費
が
割
高
に
な
っ

て
い
く
。
提
供
方
法
を
変
動
費
型
に
変
え
る
必
要
が

あ
る
。「
分
散
処
理
」
と
は
、
例
え
ば
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
公
共
下
水
道
に
対
し
て
個
別
に
処
理
す
る
合

併
処
理
浄
化
槽
が
該
当
す
る
。
水
道
と
地
下
水
専
用

水
道
、
大
型
発
電
所
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
同

じ
で
あ
る
。「
デ
リ
バ
リ
ー
」
と
は
サ
ー
ビ
ス
を
配

達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
図
書
館
の
代
わ
り
に
移
動
図

書
館
、
診
療
所
の
代
わ
り
に
訪
問
診
療
で
対
応
す
る

な
ど
が
該
当
す
る
。
給
水
車
も
デ
リ

バ
リ
ー
の
一
種
で
あ
る
。「
バ
ー
チ

ャ
ル
化
」
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
用
い
る
。

電
子
図
書
館
、
遠
隔
診
療
が
こ
れ
に

該
当
す
る
。
学
校
施
設
を
使
わ
な
い

遠
隔
教
育
も
あ
る
。

以
上
の
方
法
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
受

け
手
が
任
意
の
場
所
に
居
住
し
て
い

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
そ
こ
ま
で

サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
る
。
居
住
の
自
由
は
国
民
に

保
障
さ
れ
て
い
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス

は
居
住
地
ま
で
届
け
る
こ
と
を
前
提

に
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
限
界
が

あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て

い
く
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、

さ
ら
に
先
に
進
み
、
サ
ー
ビ
ス
の
受

け
手
が
移
動
す
る
方
法
で
あ
る
。
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
目
指
し
て
街

な
か
の
拠
点
周
辺
に
移
動
し
た
り
、

将
来
の
津
波
被
害
を
避
け
る
た
め
に

高
台
に
移
転
す
る
「
移
転
・
集
住
」

で
あ
る
。
拠
点
ま
で
通
勤
・
通
学
す

る
よ
う
に
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
移
転
す
る
必
要
は
な

い
。
そ
の
代
わ
り
、
拠
点
周
辺
で
は
従
来
通
り
の
施

設
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
う
方
法
を
維
持
で
き
る
の

に
対
し
て
、
拠
点
に
移
動
し
な
い
場
合
は
、
施
設
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
わ
な
い
方
法
を
採
用
す
る
。

最
後
の
収
入
を
増
や
す
方
法
の
「
利
用
料
収
入
増

加
」
は
、
受
益
者
負
担
型
の
サ
ー
ビ
ス（
水
道
、
下

水
道
、
有
料
施
設
な
ど
）に
有
効
で
あ
る
。
料
金
引

き
上
げ
は
政
治
的
に
難
し
い
と
の
主
張
が
あ
る
が
、

赤
字
で
は
結
果
的
に
は
税
金
で
補
填
せ
ざ
る
を
得
ず
、

そ
れ
は
住
民
負
担
と
変
わ
り
が
な
い
。
受
益
者
が
優

先
的
に
負
担
す
る
こ
と
は
公
平
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
余
剰
と
な
っ
て
い
る
土
地
や
建
物
を
民
間
に

利
用
し
て
も
ら
い
収
入
を
得
る
「
公
的
不
動
産
」
も

使
え
る
。
不
動
産
価
値
の
高
い
東
京
で
は
区
役
所
を

事
実
上
無
償
で
建
て
替
え
た
事
例
が
あ
る
が
、
地
方

圏
で
も
不
動
産
価
値
が
ゼ
ロ
で
な
い
限
り
メ
リ
ッ
ト

は
必
ず
あ
る
。

以
上
の
通
り
、
処
方
箋
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
で
、

利
用
可
能
な
対
策
を
素
早
く
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
筆
者
は
、
地
方
自
治
体
の
職
員
に
は
、
図
表
を

机
の
前
に
張
っ
て
お
き
、
自
分
が
所
管
す
る
施
設
に

つ
い
て
必
ず
何
ら
か
の
対
策
を
検
討
す
る
よ
う
推
奨

し
て
い
る
。
で
き
な
い
理
由
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
一
丸
と
な
っ
て

問
題
に
取
り
組
む
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
。
民
間
企
業

に
は
、
自
社
の
資
源
で
実
施
可
能
な
対
策
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
。
処
方
箋
の
ほ
と
ん
ど
全
て
は
、
民
間

の
協
力
な
し
に
は
実
現
で
き
な
い
。
新
し
い
技
術
や

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
期
待
し
て
い
る
。

図表 インフラ老朽化問題への標準的な対策
対策の種類 公共施設（建築物） 土木インフラ

特徴
施設には公共性はない。施設と
機能の分離が必要

インフラに公共性があり、削減
するとサービスが低下する

現状のイン
フラを前提
にする方法

機能を維持し
て量を削減す
る方法

●広域化（他自治体と共同設置）
●ソフト化（民営化、民間利用）
●集約化（統廃合）
●共用化（学校・地域で共用）
●多機能化（複合施設を設置）

●間引き（歩道橋の廃止など）

量を維持して
費用を削減す
る方法

●LCC（ライフサイクルコスト削減）
・予防保全（事後保全費用が節約されLCCは削減される）
・リスクベースマネジメント（RBM）：重要度に応じて管理水準
を変える（例：道路舗装（本来は15年に1回）の頻度を、30
〜50年に1回に削減）

新しいイン
フラに変更
する方法

施設やネット
ワークを使わ
ない方法

●分散処理（例：下水道における公共下水道と集落排水・合併
処理浄化槽、水道における上水道と地下水専用水道）
●デリバリー（配達、例：給水車、移動図書館、訪問診療など）
●バーチャル化（IT利用、例：電子図書館、遠隔医療、遠隔教
育など）

サービスの受
け手が移動す
る方法

●移転・集住（コンパクトシティー、高台移転など）

収入を増やす方法
●利用料収入増加
●公的不動産
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